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1. はじめに 

一般に、大学においては、先端的な研究テーマを選

択し挑戦している。政府省庁の科学技術関連部署では、

これらテーマに対する学術重要性、新産業創成、人材

育成や、課題解決可能性などが評価されて研究資金が

支援される。しかし当然ながら、それらの挑戦が将来

の成果を生み出すまでのプロセスは不確定性に満ちて

おり、企業における「当該企業の利益への還元」とい

うような明確な目標が設定できる場合でさえ、その「筋

の良さ」を事前に評価することは極めて難しい。 

実際の大学における研究現場では、自然現象の解明

や新原理の発見に対する研究者の好奇心・挑戦意欲に

よりテーマが決定される場合がほとんどであり、公的

資金獲得のための提案も、将来のイノベーションへの

寄与についてはほとんど意識されないのが現状である。

しかしながら、科学技術におけるグローバル競争は日

に日に熾烈であり、先端科学基礎研究といえども将来

の目標を見据えた取り組みが要求されるようになって

おり、大学研究者の見識が問われる時代となっている。 

本稿では、基礎研究を推進する若手研究者に対し、

自己の研究の将来展開を考える機会を提供し、社会と

のつながりについての視野・展望を広げるためのツー

ルとして、リアルオプションの考え方を導入したテー

マ評価法を提案する。 

 

2. 工学研究科における研究テーマ 

大学では、各研究科においてそれぞれの比率は異な

るものの、その研究の進展に対応して、基礎研究、応

用研究、実証研究、実用化研究など、各段階の研究テ

ーマが設定されている。大阪大学工学研究科では１４

０名の教授の下、産業界で期待される技術を中心とし

た研究推進をミッションとした取り組みがなされてい

るが、それ故に、他の部門に比べて、研究成果目標を

明確に設定することが可能である場合も多い。 

しかしながら、いくら見識のある研究者でも、自己

の研究成果の将来展開を見通すことは容易ではない。

ほとんどの研究者は、研究におけるセレンディピティ

ーを信じつつ研究に埋没しているが、自己のテーマを

ほとんど成功確率のない無意味な物と考えている研究

者はいないし、それを考える暇があれば研究に没頭し

たいと思っているのは、他の部門と同様である。 

このような状況の中、公的資金による研究に対し、

研究テーマの将来産業への貢献度を見積もり、社会へ

の説明責任が要求されている。 ”リアルオプション法”

は、不確実性下の実物資産投資評価の手法として金融

工学分野で開発されたが、大学の研究テーマも同様に、

将来展開が不確実である故に、この手法が導入可能で

あり、さらに、これを用いた評価過程での議論が、研

究者の教育に有用であると考える。以下ではこの手法

の研究者教育ツールとしての可能性について考察する。 

 
3. オプション価値評価の考え方 

 リアルオプション法は金融工学で使われるオプショ

ン価格付け理論で、事業推進の意志決定の柔軟性を価

値あるものと捉えた実物資産投資の評価技法である。

最近では、企業の先端研究開発投資などにも展開され

ている。実際に研究開発現場に導入し、その影響を評

価した例は極く少ないが、企業研究者の意識改革には

有用との結果が得られている１）。 
 本手法は、金融工学分野においてノーベル賞を受

賞したオプションプライシング理論２）等を、金融資産

以外にも拡張して適用し、高い不確実性下の投資評価

などで用いられるようになっている。米国エアバス社、

HP 社、デュポン社などの主要企業においては、偶発

的事象、潜在的市場展開、R&D 効率化などの、不確実

性の高い事象の判断に関して、様々な対応の選択可能

性を準備して対応する手法として導入された。選択可

能性=オプションとして、「成長オプション」、「延期オ
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プション」、「段階オプション」、「撤退オプション」な

どがあり、判断の際にこれらを如何に準備できるかと

いう柔軟性にたいして価値を見いだすのがリアルオプ

ションの考え方である。 課題

課題

 
４．長期研究の不確実性 

 大学での研究推進における日々の管理に関しては、

開始、中止の基準が非常に曖昧であり、変遷履歴の追

跡も不可能に近い。何よりも、この研究成果がどうい

った社会貢献・産業展開をもたらすのかという説明が

不足している。しかしながら、２０年先に自己の研究

成果の社会における価値について、現在の研究進展の

延長で評価することは不可能と言っても過言ではない。

社会情勢の変化などは予想不可能である。この場合、

図１のように、現在の外挿・延長で考える「ＩＮ－Ｏ

ＵＴ」 の視点より、将来の夢や願望の具体的描写のな

かに研究テーマを設定するという、「ＯＵＴ－ＩＮ」の

視点からの自己の研究テーマの評価が効果的である。 

 最もサイエンスに近い研究であっても、工学研究科の

テーマである限り、どのような形で社会に還元できる

のか、可能ならばそれを貨幣価値で評価できれば、社

会に受け入れられる説明となろう。特に基礎科学研究

は、社会に出るまでに様々な展開が考えられ、オプシ

ョン価値の非常に豊富な段階である。このオプション

の種類が何であるのかを特定しながら、不確実性に戦

略的に対処することによって、非常に大きな競争力を

得ることができる領域である。 

 

5. 教育ツールとしてのディシジョンツリー 

 大学での研究が、社会・産業界に至るまでには、多

くの研究課題が存在するが、それを現時点で可能な限

り整理し、解決のために必要な時間と費用を見積もる

ことは、どのようなテーマにおいても必要である。そ

れら課題を明確にし、その課題が解決されたときに達

成できる社会貢献の可能性を考えると、研究テーマの

シナリオが成立し、図２のようなツリーが描ける。そ

して、課題解決に関する「確率」「所要時間」「必要経

費」「社会貢献価値」を数値として概算仮定することに

より、テーマのリスクとリターンが算出できる。ツリ

ーが辿り着く先には様々な社会貢献可能性が考えられ、

これを研究成果と考えることは妥当であろう。また、

シナリオが明確になると研究課題も明確化する。 
 ディシジョンツリーを分析する過程で、研究開発の

不適切なアプローチや、社会貢献に対する検討不足な

テーマが明確化する。これに対し、ブレークスルーの

必要性や、社会貢献可能性が議論でき、識者のコメン

トも適切に利用可能となる。また、例えば低リスクで

高リターンのテーマについて、見込みの甘さや貢献度

見積もり等を見直すきっかけとなる。それらを厳密に

見て、研究開発ストーリーの方向や、課題、成果の見

込みに甘さがないかを評価することが可能となる。 

 

6. さいごに 

 ディシジョンツリーにより頭の中が整理でき、その

結果、課題への優先順位付け、社会貢献可能性に対す

る意識付け、といったように、大学研究者にとってな

おざりされがちな、自己の研究テーマ推進に対する戦

略が明確になる。もちろん、研究を回していく動機と

して、研究者のアニマルスピリットが最重要であるが、

同時にこのような社会的合理性を持つことが望まれて

おり、ディシジョンツリーを作成する過程での議論が、

研究者に対する社会人力、人間力育成の教育につなが

ると期待できる。 
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図１ 研究テーマ価値評価の視点 


